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畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）

①戦略作物助成

経営所得安定対策

水田活用の直接支払交付金

【対 象 作 物】	麦、大豆、そば、なたね（ビール麦、黒大豆、種子用は対象外）
【対 象 農 地】	畑及び水田
【交付対象者】	認定農業者、集落営農、認定新規就農者（いずれも規模要件なし）
【交 付 金 額】	数量払：収穫量に交付単価を乗じた金額（基本は数量払）
	 面積払：数量払の先払として、当年産の作付面積に応じた金額
【交 付 単 価】	数量払の単価　下表を参照（令和４年産まで適用）
	 面積払の単価　20,000円/10ａ（「そば」は13,000円/10ａ）

【対 象 農 地】水田※1　　　　　【交付対象者】販売農家、集落営農

経営所得安定対策と
水田活用の直接支払交付金
の概要

★飼料用米等として生産した米を主食用米として販売
★主食用米から発生した「ふるい下米を寄せ集めて新規需要米の飼料用米として出荷し、交付金を申請
★他者から購入した米や、主食用米として生産した米を飼料用米に上積みして出荷し、交付金を申請

令和４年度変更
●産地交付金の助成項目等の取組内容が変更となりました。

対象作物 平均交付単価 対象作物 平均交付単価
小麦 6,710円/60㎏ 大豆 9,930円/60㎏
二条大麦 6,780円/50㎏ そば 13,170円/45㎏
六条大麦 5,660円/50㎏ なたね 8,000円/60㎏
はだか麦 9,560円/60㎏

※交付単価は品質区分に応じて設定されております。

対象作物（基幹作のみ） 交付単価
麦、大豆、飼料作物※2 35,000円/10a※3

WCS用稲 80,000円/10a
加工用米 20,000円/10a

飼料用米、米粉用米 収量に応じて55,000円/10a~105,000円/10a
※１　対象農地
・たん水設備（畦畔等）や用水路等を有しない農地は交付対象外
・現場の課題を検証しつつ、今後５年間（令和４年~８年度まで）で一度も水張りを（水稲作付）が行われない
農地は令和９年度以降交付対象としない方針
※２　飼料用とうもろこし含む
※３　多年生牧草については収穫のみ行う年は１万円/10ａ支援

こんな行為は違反です
！
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【対 象 農 地】水田　　　　　【交付対象者】下表のとおり
⑴作物等への助成
★産地交付金の各助成内容はＲ４年度のものであり、Ｒ５年度以降も同じ内容を保証するものではあり
ません。

Ａ 高収益作物の導入・定着を図る取組
　ア．高収益作物定着促進支援：高収益作物の新たな導入面積に応じて支援。
　　　2.0万円/10ａ（加工・業務用野菜の場合は3.0万円/10ａ）×5年間（イとセット）
　イ．高収益作物畑地化支援：高収益作物による畑地化の取組を支援※。
　　　高収益作物は17.5万円/10ａ（その他作物は10.5万円/10ａ）
　　　※Ｒ5年度までの時限措置。遊休農地や耕作放棄地への畑地化は対象外
Ｂ 子実用とうもろこし
　　　子実用とうもろこし支援（1.0万円/10ａ）：子実用とうもろこしの作付面積に応じて支援。

⑵地域の取組に応じた追加配分による助成

②産地交付金

③水田農業高収益化推進助成

県・市町村等が策定した「水田農業高収益化推進計画」に位置付けられた産地におけるＡ高収益作物
の導入・定着を図る取組、およびＢ子実用とうもろこしの作付に対して支援します。

No 対象作物等※1 対象者
助成単価（円以内/10a※2）

充当する
順番※4当初 配分増額により充当

する場合の上限額
1 麦、大豆

認定農業者
集落営農

認定新規集就農者

5,500 6,500 ②
2 野菜 5,500 － －
3-1 飼料用米 4,300 6,500 ④
3-2 米粉用米 3,000 － －

4-1 二毛作
（主食+戦略作物等）※3

販売農家
集落営農

4,000 10,000 ⑤

4-2 二毛作
（戦略作物等同士）※3 11,000 12,500 ①

5 飼料作物 5,500 6,500 ③
※1 No1、No3、No5の助成については収益性向上に資する取組が必要です。
※2 「円以内/10a」とあるのは実績が計画を超える等により、減額になる場合があるため。
※3 戦略作物等:麦、大豆、飼料作物、WCS用稲、加工用米、飼料用米、米粉用米、そば、なたね、新市場開拓

用米等
※4 追加配分を受けた場合は充当する順番に従いそれぞれ上に示す単価を上限として充当します。

取組内容 対象者 配分単価

飼料用米、米粉用米の複数年契約（R2、R3からの継続分）

販売農家
集落営農

0.6万円/10ａ

そば、なたね、地力増進作物※５の作付け（基幹作のみ） 2.0万円/10ａ

新市場開拓用米の作付け（基幹作のみ） 2.0万円/10ａ

新市場開拓用米の複数年契約（3年以上） 1.0万円/10ａ

※５　有機栽培や高収益作物等への転換に向けた土づくりの取組
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相対取引価格 民間在庫量（6月末）

218万㌧ 213～217万㌧

!?

令和4年産は、需要減少分+過剰在庫
分を勘案した生産が必要です！！

※農水省公表資料より ※3年産価格は令和4年2月現在

近年の主食用米の需要量減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影響による大幅な需給緩
和により、主食用米の過剰在庫が発生し、米価は下落しています。

飼料用米等の非主食用米への転換の他、麦・大豆等の転作作物の導入によるブロックロー
テーションを検討するなど、長期的な安定生産の仕組みの構築が必要です。

需要に基づいた生産が、
米価の回復に繋がります！！

※ 産地交付金は販売農家・集落営農であることに加え、それぞれ交付要件があります。
※ 産地交付金の単価は国からの配分額に応じて増減する可能性があります。
※ 上記の交付金にはＪＡからの品代等の金額は含まれておりません。

※１　圃場において１品目のみ作付ける場合、その品目が「基幹作」となる。また、同一圃場で２品目を作付ける場合、任意で基幹作・二毛作の
品目を設定することができる（ただし、主食用米は必ず基幹作となる）。

　　　例：大豆・麦の組み合せ→大豆と麦のどちらを基幹作としてもよい。主食用米・麦の組み合せ→主食用米が基幹作、麦は二毛作となる。
※２　畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）の単価は平均交付単価を使用。

単位：円/10a

品目※１ 畑作物の直
接支払い交
付金（ゲタ
対策）※２

水田活用直接支払交付金

合計戦略作物
助成

産地交付金

基幹作 二毛作
作物等への
助成

（二毛作助成以外）

二毛作
助成

地域の取組
追加配分

主食用米 麦 46,970 9,500 0 5,500 4,000 0 56,470

飼料用米 麦 46,970 106,800 80,000 9,800 11,000 6,000
（複数年契約継続分のみ）

153,770

大豆 麦 76,760 57,000 35,000 11,000 11,000 0 133,760
WCS用稲 麦 46,970 102,000 80,000 11,000 11,000 0 148,970

飼料用米単作 0 90,300 80,000 4,300 0 6,000
（複数年契約継続分のみ）

90,300

麦単作 46,970 40,500 35,000 5,500 0 0 87,470

【試算条件】
麦：7俵/10a　大豆：３俵/10a　なたね：２俵/10a　　　対象者：認定農業者
飼料用米は令和３年までに複数年契約を結んでいるものとする。

経営所得安定対策等における交付金イメージ
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収入減少に備えてセーフティネットに加入しましょう！！

注意：収入保険とナラシ対策の重複加入はできません。

収入減の
９割まで
補填

○自然災害・市場価格下落
○盗難・事故・ケガ・病気 等

※個人の方の場合、１月～12月が保険期間となり、12月末
が今年の加入申請の締め切りです。（法人の方は事業開始
１か月前が加入申請締め切り）。

※上記のほか、掛金の安いタイプもあります。

（注）5年以上の青色申告実績がある方の場合

支払率（9割を上限として選択）

認定農業者、集落営農、認定新規就農者
※規模要件なし

米・麦・大豆
※ビール用麦等、黒大豆、種子用は対象外

青色申告を行っている農業者（個人・法人）
※申告実績1年分必要

○当年産収入（米・麦・大豆の販売収入合計）が標準的収入額を下回った場合に、
　その差額の９割を補填する。
○補填の財源は、農業者と国が１：３の割合で負担する（積立金は掛け捨てではない）。
○令和４年産の交付金は、令和４年６月末までに出荷・販売契約を集出荷業者と結び、

令和５年３月末までに出荷・販売した実績により令和５年５月〜６月に支払われる。

○保険期間の収入が基準収入の９割（５年以上の青色申告実績がある場合）を下回った
場合、下回った額の９割を上限に補填します。

○補填方式は保険方式（掛捨て）と積立方式（掛捨てではない）の組み合わせができます。
○保険料には50%、積立金には75%、付加保険料には50%の国庫補助があります。

米・畑作物の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）

収入保険

交付対象者

加入対象者

制度概要

制度概要

対象作物

補償対象

標準的
収入

当年産
収入

補填金〔収入減少〕 }
６月末までに販売先を

決めておく必要ができたのね。

価格の下落だけじゃなく、自然災害

やケガ・病気も対象になるんだ！

基準収入

保険期間の
収入

保険方式
で補填

積立方式で補填
自己責任部分 100％

90％
80％

収入がゼロ
になっても
補填

収
入
減
少

詳細についてはＪＡ各基幹支店にお問い合わせください。

詳細については埼玉県農業共済組合 東部統括支所（☎048－559－1588）に
お問い合わせください。
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応援しています！子ど も食堂・フードパントリー
　ＪＡでは自己改革とＳＤＧｓ（国連の持続可能な開発目標）の目標達成に向けて、地域の子ども食堂　やフードパントリーへの支援活動を行っています。各地区の生産組織に規格外農産物の提供を呼びかけ
たり、ＪＡ共済連埼玉の地域・農業活性化積立金を活用して管内農産物を寄附したりすることで、地域　の子育てや活性化への貢献に取り組んでいます。

コウノトリパントリーへ
☆川里園芸組合から
越冬キュウリ10㌔

県子ども食堂ネットワーク埼北エリアへ
☆羽生市野菜組合から

越冬キュウリ10㌔
☆加須農産物直売所協議会

有志の皆さんから
白菜・ブッロコリー・キャベツ・

キクイモなど
☆加須市園芸組合から

越冬キュウリ10㌔
☆加須市騎西園芸組合

越冬キュウリ10㌔
※加須市園芸組合の佐久間組合長が
ＮＰＯ法人羽生の杜田村信征理事長
に代表して手渡しました。

川里園芸組合

加須農産物直売所協議会 加須市園芸組合 加須市騎西園芸組合

羽生市野菜組合

諸井裕行組合長

フードパントリーを行う川里の清法寺 川口
道寛住職㊨にキュウリを手渡す馬場毅組合長

ＪＡ職員㊨に野菜を託す山崎博行会長 ＮＰＯ法人羽生の杜田村信征理事長㊧にキ
ュウリを手渡す佐久間尉匡組合長

梓澤實組合長

フードパントリーに寄贈

フードパントリーとは
ひとり親世帯など子育て中で食品支援が必要な家庭に食品を無料で
配布する。企業や家庭、農家などから提供された食品を利用者が配
布場所（パントリー）に受け取りに行く。

　ＪＡからの呼びかけに応えた各生産組織が地域
のフードパントリーに贈りました。行田・鴻巣・
羽生・加須市内のほか、熊谷、深谷、幸手、久喜
市内のひとり親家庭などに配布されました。

12/17

生産者から
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応援しています！子ど も食堂・フードパントリー
　ＪＡでは自己改革とＳＤＧｓ（国連の持続可能な開発目標）の目標達成に向けて、地域の子ども食堂　やフードパントリーへの支援活動を行っています。各地区の生産組織に規格外農産物の提供を呼びかけ
たり、ＪＡ共済連埼玉の地域・農業活性化積立金を活用して管内農産物を寄附したりすることで、地域　の子育てや活性化への貢献に取り組んでいます。

ＪＡほくさいから県子ども食堂
ネットワーク埼北エリアへ

☆行田ねぎ部会のネギコン
テナ3㌜

☆行田市 竹井農産のサトイ
モ3㌜（1㌜10㌔）

☆北川辺とまと研究会の「木
甘坊」7㌜（1㌜4㌔）

☆ 大 利 根 中 央 苺 組 合 の 紅
ほっぺ20パック（1パック
280㌘）

行田ねぎ部会 北川辺とまと研究会行田　竹井農産 大利根中央苺組合

髙澤英樹部会長 田口久会長代行竹井好行代表 小林安吉組合長

田村理事長㊨と吉田常務

子ども食堂に寄贈

子ども食堂とは
経済的な理由などにより食事をとることが困難な子どもや一人で留守番を
していて温かいご飯が食べられない子ども達に無料または低料金で食事と
居場所を提供する。主に地域住民やＮＰＯ法人、自治体などが運営する。

　ＪＡがＪＡ共済連埼玉の「地域・農業活性化積立金」を活用して地域の子
ども食堂に贈りました。行田・羽生・加須市内の 10 ヶ所の子ども食堂の食
材として使用されました。

　各農家からご協力いただい
た野菜はＪＡの吉田岳雄常務
が県子ども食堂ネットワーク
埼北エリアを代表してＮＰＯ
法人羽生の杜の田村信征理事
長に手渡しました。
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日
の
主
な
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案

①
行
田
中
部
支
店
の
建
設
に
つ
い

て
②
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
③
信
用
事
業
方
法
書
（
金
融
機
関

等
の
業
務
の
代
理
又
は
媒
介
）

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

④
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
⑤
理
事
に
対
す
る
貸
付
金
の
承
認

に
つ
い
て

⑥
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

に
つ
い
て

⑦
理
事
と
組
合
と
の
取
引
の
承
認

（
追
認
）
に
つ
い
て

⑧
営
農
用
Ａ
重
油
支
援
対
策
に
つ

い
て

⑨
騎
西
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
受
変
電
設
備
更
新
工
事
に

つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

5
月
2
日
に
行
田
で
開
催

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

５
月
２
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り　

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

詳細な農業者年金の内容やご
相談については、ＪＡほくさい
か農業委員会または農業者年
金基金にお問い合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金
☎03-3502-3942（企画調整室）

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
変

更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－
５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

無人ヘリコプターによる
　　農薬空中散布の実施について

※散布日程・時間は、天候、生育状況等により変更する場合があります

散布地域 散布日程 散布時間 散布農薬 対象病名
行田市・羽生市・
加須市の各地域

ビール大麦 ４月中旬以降
普通小麦　 ４月下旬以降

午前５時～
11時（予定） トップジンＭゾル 赤カビ病

◆お知らせ◆

　麦の赤カビ防除のため、下記のとおり農薬の空中散布を実施しま
す。早朝からの騒音、農道の使用等でご迷惑をおかけしますが、ご
理解いただきますようお願いします。また、近隣住民の方にはご協
力をお願いします。

◎散布にあたっては、次の危害防止策を実施します
　①危険個所など実施区域及びその周辺の状況を把握します
　②操作要員、補助員を適切に配置します
　③飛散を防止するため、風向・風速などの気象状況を把握します
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埼
玉
県
で
は
、
農
業
者
等
が
ス

マ
ー
ト
技
術
を
導
入
し
、
生
産
現

場
で
実
証
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト

農
業
普
及
推
進
事
業
」
が
始
ま

り
、
管
内
で
は
、「
行
田
市
の
生

産
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基

地
局
と
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
活

用
」、「
加
須
市
の
生
産
者
に
よ
る

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
の
活
用
」
が
事

業
採
択
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
３
年

間
、
導
入
効
果
等
に
つ
い
て
検
証

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今

年
度
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

【
R
T
K
基
地
局
】

１　
実
証
の
目
的

　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
と
はR

e
a

l-T
im

e
 

K
in

e
m

a
tic

の
略
称
で
、
地

上
に
設
置
し
た
「
基
地
局
」
か
ら

の
位
置
情
報
補
正
電
波
に
よ
っ
て
、

高
精
度
の
測
位
を
実
現
す
る
技
術

の
こ
と
で
す
。
行
田
市
に
設
置
し

た
基
地
局
か
ら
半
径
20
㎞
も
の
広

範
囲
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
自
動

操
舵
を
可
能
と
す
る
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
利

用
装
置
を
既
存
の
ト
ラ
ク
タ
等
に

装
着
す
る
こ
と
で
、
正
確
な
位
置

を
耕
う
ん
す
る
等
の
自
動
運
転
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
既
に
行
田
市

内
で
は
装
着
ト
ラ
ク
タ
が
稼
働
し

て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
そ
の
作

業
効
率
化
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

２　
実
証
の
状
況

　

水
稲
作
業
に
関
わ
る
ト
ラ
ク
タ

稼
働
時
間
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
自

動
操
舵
は
約
20
%
作
業
時
間
が
短

縮
で
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
感
覚
で
は
、
作
業
時

間
が
昨
年
ま
で
と
比
べ
約
30
%

減
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

作
業
の
簡
便
化
に
よ
り
疲
労
度
が

軽
減
し
た
ほ
か
、
従
業
員
の
教
育

時
間
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

３　
利
用
者
の
感
想

•
耕
う
ん
の
位
置
の
誤
差
は
、
数

ミ
リ
し
か
な
か
っ
た
。

•
高
精
度
な
の
で
、
夜
間
の
代
か

き
や
耕
う
ん
が
簡
単
に
で
き
る
。

•
麦
や
大
豆
の
は
種
条
間
が
均
一

で
直
線
な
た
め
そ
の
後
の
管
理

作
業
や
収
穫
作
業
の
効
率
も
良

北
埼
地
域
で
ス
マ
ー
ト
農
業
を
実
証
中

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

い
。

•
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
高
い
。

４　
実
演
会
の
開
催

　

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の
実
演
会

を
令
和
３
年
９
月
、
12
月
、
令
和

４
年
１
月
に
計
３
回
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
各
回
50
人
以
上
と

な
り
、
R
T
K
基
地
局
を
利
用
し

た
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
は
、
多
く

の
方
が
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　【
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
】

１　
実
証
の
目
的

　

一
般
的
な
田
植
え
作
業
は
、
オ

ペ
レ
タ
ー
と
補
助
者
（
苗
継
者
）

の
２
人
で
行
い
ま
す
。
無
人
で
田

植
え
が
可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機

（
※
レ
ベ
ル
２
）
を
用
い
、
２
人

で
田
植
機
２
台
（
ロ
ボ
ッ
ト
田
植

機
と
有
人
田
植
機
）
に
よ
る
、
同

時
田
植
え
が
可
能
か
実
証
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

２　
実
証
の
状
況

　

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
と
有
人
田
植

機
を
向
か
い
合
う
ほ
場
で
実
証
試

験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
補
助
者
が

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
の
監
視
を
兼
ね

る
こ
と
で
大
幅
な
省
力
化
が
図
れ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

実
証
試
験
の
結
果
か
ら
、
同

時
稼
働
に
よ
り
、
１
ha
当
た
り

の
労
働
時
間
は
１
９
３
・
２
５
分

（
57
％
減
）
で
大
幅
に
作
業
時
間

の
削
減
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

次
年
度
の
田
植
え
か
ら
有
人
運
転

に
よ
る
外
周
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
（
ほ

場
管
理
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
て
ほ

場
の
形
と
位
置
を
記
憶
す
る
作

業
）
が
不
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
労
働
時
間
の
短
縮
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

３　
利
用
者
の
感
想

•
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
は
、
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
行
え
ば
安
全
の
た
め
の

外
周
の
み
の
乗
用
で
済
む
た
め
、

疲
労
度
が
格
段
に
少
な
く
て
済

む
。

•
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
を
活
用
す
る

自動操舵システムの実演会の様子

こ
と
に
よ
り
、
面
積
が
前
年
よ

り
６
ha
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
田
植
え
期
間
が
10
日
短

縮
で
き
た
。

•
当
地
域
は
水
稲
単
作
の
早
場
米

産
地
で
通
水
期
間
が
限
定
的
で

あ
る
た
め
、
い
か
に
効
率
よ
く

田
植
え
を
実
施
す
る
か
が
規
模

拡
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

無
人
田
植
機
の
活
用
は
、
作
業

の
効
率
化
、
省
力
化
、
省
人
化

を
図
る
上
で
大
き
な
成
果
が
期

待
で
き
る
。

　
※
農
業
機
械
の
安
全
性
確
保
の
自

動
化
レ
ベ
ル
「
レ
ベ
ル
２
」
：
ほ

場
内
や
ほ
場
周
辺
か
ら
の
監
視
下

で
の
無
人
状
態
で
の
自
動
走
行

（
農
林
水
産
省
安
全
性
確
保
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

　

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

ロボット田植機による
田植え作業の様子
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（10頁・11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　ＪＡはＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

懸賞付定期貯金の預入金額一部相当額の

管内産農産物を地域の子ども食堂に寄附

いたしました。２月18日に行田市内で贈呈式を行

い、大塚宏組合長がサロン柿の木子どもランチ会の

杉田すみ運営委員長らに手渡しました。

　この定期貯金は契約者に間接的にＳＤＧｓに役立

つ活動に参加していただこうと昨年10月から12月

にかけて販売。預入金額の0.004㌫相当分の地元農

産物を管内の子ども食堂に寄附する商品です。12

月末に募集金額の20億円に達したため、８万円分

の管内産農産物を川里、羽生、加須で子ども食堂を運営する団体にも贈りました。

　この定期貯金の趣旨にご賛同いただきご契約いただきました皆さまに深く御礼申し上げるとともに、こ

こにご報告いたします。

　令和３年度ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクールで行田市立忍中学校２年三畑悠陽さんが大

賞に入賞しました。

　このコンクールはＪＡ共済連が児童・生徒の書写教育に貢献することを目的に毎年開催してい

ます。65回となった今回、全国から寄せられた作品総数は約101万点。三畑さんは、この中か

ら16作品にのみ贈られる大賞に輝きました。

　２月14日には同校をＪＡの大塚宏組合長が訪れ、芙

蓉良明校長が見守る中で三畑さんに表彰状を贈りまし

た。大塚組合長が「大変すばらしいしっかりとした字。

今後も頑張ってください。」と激励すると、三畑さんは「Ｊ

Ａ共済のコンクールには小３の時から応募していますが

全国での入賞ははじめて。とてもうれしい。」と喜んで

いました。

　ＪＡは２月５、６日の２日間に管内の一般消費者を対象とし

た「収穫体験ドライブラリー」を開き、合計18組75名が参加しました。

　ドライブラリーはマイカーで時間内に決められたチェックポイントを回

りながらスタンプラリーを楽しむというものです。食農教育の一環として

地域住民に「食と農」への理解を深めてもらおうとＪＡ共済連埼玉の地域・

農業活性化積立金を活用して企画いたしました。

　1つ目のチェックポイントは騎西地区で露地野菜を栽培する渡辺秀典さ

んのキャベツ畑。25㌃のほ場に約１万個並んだキャベツを前に、参加し

た親子は「あれが大きいかな、こっちかな」と相談しながら収穫していま

した。参加者はこのほかＪＡ騎西農産物直売所での買い物やむさしの村で

のイチゴ狩りを楽しみました。

子ども食堂に管内産農産物を寄附 ～SDGs懸賞付定期貯金～

ＪＡ共済書道コンクールで行田の三畑さんが大賞に輝く

収穫体験ドライブラリーを開催

大塚組合長（後列右から３人目）と
杉田委員長（同４人目）、運営ボランティアの皆さん

三畑さん（中央）に表彰状を手渡す
大塚組合長㊨、芙蓉校長入賞作品 ※学年は令和３年度のものです。

�



　２月19日発行の日本農業新聞「継ぐメシ！～つなぎたい郷土食

～」にＪＡ女性部のいがまんじゅうが紹介されました。

　このいがまんじゅうは、同社の記者からの依頼を受けてＪＡ女性

部騎西中央支部の部員が２月７日に調理したもの。同部の梓沢幸子

部長と斉藤由江さん、坂本ヨシ子さんが協力して作りました。

　梓沢部長は「結婚後初めての里帰りの折、嫁ぎ先に戻る時にこの

まんじゅうを作って帰り、隣家などに配ったもの。全国の皆さんに

私たちの味を紹介できて何より。」と記者に思いを語っていました。

女性部のいがまんじゅうが日本農業新聞で紹介されました

　ＪＡ女性部行田中部支部は２月16日に星河公民館で米粉料理教

室を開きました。

　米の消費拡大が目的。部員ら８名は彩のかがやき米粉パウダーを使ってかり

んとうとシフォンケーキなどを作りました。

　大谷千賀子副部長は「米粉なら孫たちにも安心して食べさせられるので、さ

っそく家で実践したい。」と話していました。

　令和３年度ＴＡＣパワーアップ埼玉県大会が２月２日

に加須市のむさしの村で行われ、行田中央支店の担い手

に出向くＪＡ担当者（通称：Ｔ
タ ッ ク

ＡＣ）の井ノ山俊輔係長

が優秀賞に輝きました。

　この大会は県内で活動するＴＡＣの相互研鑽や活動の活性化など

を目的に行われており、今回は８ＪＡから19名が参加し、事例発

表を行いました。

　井ノ山係長は今後増加が見込まれる耕作放棄地や不作付け地を利

用してサトイモを栽培することで地域農業を支える担い手農家を支

援する取り組みを発表。「受賞は日頃私たちの訪問を快く受け入れ

てくださる皆さんのおかげ。今後も担い手の皆さんとともに農業を盛り上げていきたい。」と井ノ山係長は話し

ていました。

　ＪＡ川里中央支店は２月４日から３月上旬まで店舗ロビーにひな人形を飾りま

した。

　市内で毎年開催される「鴻巣びっくりひな祭り」に合わせ平成22年から毎年

行っています。

　今年も職員の家族が手作りしたつるし雛などを一緒に飾り付けました。来店さ

れたお客さまからも「家ではなかなか飾れない。華やかで素晴らしい。」と好評

をいただきました。

女性部で米粉料理教室

行田のＴＡＣがパワーアップ県大会で優秀賞

ひな人形を飾り付け～川里中央支店～

取材を受ける梓沢部長㊨ら

川里中央支店のひな人形

取り組みを発表する井ノ山係長

※配属および役職名は令和３年度のものです。

�



老
い
る
と
は
何
処
か
痛
み
の
四
月
馬
鹿　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

初
蝶
の
先
ず
立
ち
寄
り
し
釣
瓶
井
戸　
　
　

羽　

生　

金
子　
　

功

に
ぎ
や
か
な
朝
が
始
ま
る
桜
か
な　
　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

福
寿
草
垣
根
の
中
の
笑
ひ
声　
　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

ほ
う
れ
ん
草
洗
わ
れ
美
人
で
売
ら
れ
け
り　

行　

田　

荻
原　

増
夫

逃
げ
水
を
追
い
か
け
て
行
く
古
墳
ま
で　
　
　

〃　
　

荒
井　

王
子

佇
み
て
雛
の
視
線
を
感
じ
け
り　
　
　
　
　

羽　

生　

長
谷
部
愛
子

花
屑
も
土
に
鋤
き
込
み
畑
仕
事　
　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

梅
の
香
や
上
り
列
車
の
笛
や
さ
し　
　
　
　
　

〃　
　

田
沼　

絹
子

立
春
や
魔
除
け
の
札
を
掛
け
て
み
る　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

売
れ
残
る
値
引
き
の
札
や
苗
木
市　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

小
さ
き
手
に
無
骨
な
手
添
え
雛
納
む　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

福
寿
草
兄
の
病
の
平
ら
か
に　
　
　
　
　
　

加　

須　

野
中　

栄
子

制
服
に
残
り
し
折
り
目
新
社
員　
　
　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

い
く
つ
か
の
嘘
も
大
事
や
万
愚
節　
　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

氏
神
の
梅
ほ
つ
ほ
つ
と
光
初
む　
　
　
　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

春
田
打
ち
三
度
目
に
し
て
土
笑
ふ　
　
　
　
　

〃　
　

樋
口
登
美
子

余
寒
な
ほ
わ
が
身
を
せ
む
る
友
の
死
よ　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

母
ち
ゃ
ん
の
地
下
足
袋
借
り
て
畦
を
塗
る　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

葉
桜
の
風
を
孕
み
て
そ
よ
ぎ
け
り　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

宅
配
の
お
茶
の
香
り
か
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

糸
通
し
苦
に
な
る
齢
針
供
養　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

杉
山　
　

榮

※
６
月
号
へ
の
投
句
は
、
４
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
支
援
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
誌
面
等
の
都
合
に
よ
り
投
句
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
の
句

を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

吉
報
の
予
感
社
の
梅
真
白　
　
　
　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

（評）
作
者
に
は
大
学
受
験
の
孫
が
い
る
と
聞
く
。
梅
と
神
社
は
昔
か
ら

合
格
祈
願
の
定
番
で
あ
る
。
白
梅
の
綻
び
に
吉
報
を
感
じ
取
っ
た
。

孫
を
思
う
祖
母
な
ら
で
は
の
句
。
こ
の
句
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
す

で
に
大
学
生
と
し
て
学
業
に
勤
し
ん
で
い
る
事
で
あ
ろ
う
。

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

加須市内を巡るサイクリングコース

　「童謡のふる里　　　
　　　ルート（田園コース）」
（初心者むけコース　約30㌔）

おおとね
通 信

加
須
市
商
工
会
館

浮
野（
う
き
や
）の
里

中
川
水
辺
再
生
地

100（
と
ね
）の
湯

童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね
野
菊
公
園

カ
ス
リ
ー
ン
公
園

道
の
駅
　童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね

加
須
未
来
館

利
根
川
河
川
敷
緑
地
公
園

加
須
市
商
工
会
館

4㎞ 5㎞ 3㎞ 2.5㎞ 7.5㎞3㎞ 3㎞ 2㎞ 1㎞

　加須市内には平坦な地形を活かした
４つのサイクリングコースが設けられ
ており、無料で自転車を借りられるレ
ンタサイクルステーションもあります。
　「童謡のふる里ルート」は「たなばた
さま」や「花火」などを作曲した下總
晥一の生誕の地とともに田園風景や
季節の花などを堪能できるルートです。

※�コースやレンタサイクルステーションについ
ての詳細は同市のホームページをご確認く
ださい。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所をご紹介します。

今回は大利根地区です。

浮野の里 カスリーン公園
道の駅童謡のふる里おおとねに隣接する休
耕田のホテイアオイ（見頃は７月～９月）
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税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

父
親
か
ら
後
継
者
に
請
わ
れ

て
10
年
、
父
を
助
け
家
業
に
勤
し

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
父
は

遺
言
書
を
作
成
し
た
そ
う
で
す
。

「
す
べ
て
の
財
産
を
私
に
相
続
さ

せ
る
」
と
し
た
自
筆
証
書
と
の
こ

と
で
し
た
。
安
心
し
て
良
い
の

か
、
何
か
大
き
な
お
荷
物
を
背
負

う
こ
と
に
な
る
の
か
、
家
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
な
ど
を
案
じ
て

い
ま
す
。
相
続
人
は
弟
妹
と
３
人

で
す
。
遺
言
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
将
来
ど
ん
な
問
題
が
想
定
さ
れ

ま
す
か
。
申
告
納
税
に
影
響
が
あ

り
ま
す
か
。

遺
言
書
は
遺
志
を
貫
く

　

少
子
高
齢
社
会
だ
け
に
相
続
や
相

続
対
策
へ
の
誘
い
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
遺
言
、
養
子
縁
組
、
生
前
贈
与
、

経
営
移
譲
、
法
人
成
リ
、
家
族
信
託
、

共
済
保
険
は
相
続
の
七
つ
道
具
と
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
に
な
る
ほ
ど
で
す
。

本
来
は
家
業
と
必
要
な
財
産
の
承
継
、

生
活
の
立
て
直
し
を
裏
打
ち
す
る
手

段
で
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
の
節
税

対
策
な
の
で
す
。
な
か
で
も
遺
言
は

「
円
満
な
遺
産
相
続
の
た
め
に
」
と

か
、「
跡
取
り
に
全
部
相
続
さ
せ
る
」

こ
と
に
腐
心
し
た
も
の
が
多
く
、
も

め
ご
と
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
70
年
の
親
子
の
歴
史
を
精
算

す
る
我
が
家
の
相
続
は
、
我
が
家
の

家
風
に
し
た
が
い
、
我
が
家
の
考
え

と
方
針
を
貫
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切

な
こ
と
で
す
。

念
の
た
め
に
書
く
遺
言

　

被
相
続
人
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を

後
継
者
が
相
い
続
け
る
の
が
相
続
で

す
か
ら
、
仕
事
や
生
活
上
の
権
利
と

義
務
は
明
確
で
す
。
被
相
続
人
の
財

産
や
債
務
は
相
続
が
始
ま
る
と
相
続

人
全
員
の
共
有
に
な
り
ま
す
か
ら
、

長
子
と
い
え
ど
も
期
待
ど
お
り
に
遺

産
を
相
続
で
き
る
保
証
は
な
く
、
他

の
相
続
人
の
思
惑
次
第
な
の
で
す
。

共
有
財
産
を
他
の
相
続
人
よ
り
多
く

取
得
さ
せ
る
た
め
に
は
遺
言
を
書
く

か
、
遺
産
分
割
協
議
に
お
い
て
全
員

の
合
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
業
や
祭
祀
を
主
宰
す
る
者
に
必
要

な
財
産
を
継
が
せ
、
被
相
続
人
が
想

い
描
い
て
き
た
構
想
を
正
し
く
伝
え

る
に
は
遺
言
書
が
必
要
で
す
。

相
続
税
も
円
満
な
相
続
が
前
提

　

相
続
人
は
、
相
続
の
開
始
を
知
っ

た
日
の
翌
日
か
ら
10
ケ
月
以
内
に
相

続
税
を
申
告
し
て
納
税
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
、
共
有
状

態
を
と
き
遺
産
を
各
相
続
人
の
固
有

の
も
の
と
す
る
た
め
の
分
割
協
議
を

開
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
分
割
協
議

が
整
う
と
相
続
税
の
計
算
上
一
定
面

積
の
事
業
用
・
居
住
用
の
宅
地
の
評

価
減
、
配
偶
者
の
相
続
税
額
の
軽
減
、

農
地
の
相
続
税
の
納
税
猶
予
、
延

納
・
物
納
申
請
な
ど
の
特
例
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
相
続
税
の

物
納
や
納
税
猶
予
は
申
告
期
限
後
に

分
割
協
議
が
整
っ
た
と
し
て
も
受
け

ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
期

限
内
に
遺
産
分
割
協
議
が
整
わ
な
い

と
、
各
相
続
人
が
法
定
相
続
割
合
で

財
産
を
取
得
し
た
も
の
と
し
て
、
特

例
な
し
の
相
続
税
を
申
告
納
税
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

遺
言
の
効
用
と
限
界

　

遺
言
書
が
一
定
の
用
法
に
し
た

が
っ
て
正
し
く
作
成
さ
れ
て
い
れ
ば
、

分
割
協
議
を
経
な
く
て
も
遺
産
を
相

遺
言
が
あ
る
と
ど
ん
な
問
題
が

想
定
さ
れ
ま
す
か

続
又
は
遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
た
も

の
と
し
て
、
相
続
税
の
特
例
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遺
言
の
内
容

が
特
定
の
相
続
人
に
偏
っ
た
り
、
遺

言
者
が
公
言
し
て
き
た
内
容
と
相
違

し
て
い
る
と
、
遺
言
へ
の
不
信
が
募

り
遺
留
分
を
侵
害
さ
れ
た
相
続
人
か

ら
侵
害
額
の
請
求
を
さ
れ
か
ね
な
い
。

親
子
の
相
続
に
お
け
る
遺
留
分
は
法

定
相
続
分
の
２
分
の
１
で
す
。
各
相

続
人
の
遺
留
分
は
各
６
分
の
１
に
な

り
ま
す
。
相
続
財
産
が
３
億
円
で
あ

れ
ば
５
千
万
円
の
遺
留
分
を
現
金
で

用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
が
遺
産
の
全
部
を
取
得
す
る
場

合
は
、
二
人
の
相
続
人
に
合
わ
せ
て

１
億
円
の
遺
留
分
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

遺
言
で
は
全
部
を
も
ら
え
な
い

　

土
地
を
換
金
し
て
一
億
円
の
遺
留

分
を
用
意
す
る
に
は
、
譲
渡
費
用
と

譲
渡
税
が
か
か
り
ま
す
か
ら
１
億
２

千
３
百
万
円
の
土
地
を
譲
渡
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の

相
続
財
産
に
は
総
額
で
５
︐４
６
０

万
円
の
相
続
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
か

ら
。
２
億
円
の
財
産
を
相
続
す
る
長

男
は
３
︐６
４
０
万
円
、
遺
留
分
を

請
求
す
る
弟
妹
に
は
各
９
１
０
万
円

の
納
税
が
予
定
さ
れ
ま
す
。
長
男
は

全
て
の
財
産
を
取
得
す
る
も
の
の
、

取
得
で
き
る
相
続
財
産
の
額
は
１
億

６
︐３
６
０
万
円
で
全
体
の
54
・
５ 

％
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
遺
言
が
な
け
れ
ば
遺
産
の
３
分

の
１
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
前
に
今
何
を
す
べ
き
か

　

全
て
の
財
産
を
取
得
さ
せ
る
と
し

た
遺
言
が
あ
っ
て
も
、
遺
留
分
を
取

り
返
さ
れ
て
し
ま
う
と
家
業
と
祭
祀

を
承
継
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
。
生
前
贈
与
や
遺
言
に
限
界

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
遺
留
分
を
侵
害

し
な
い
範
囲
で
後
継
者
の
固
有
の
財

産
を
造
成
す
る
で
き
る
し
く
み
を
講

ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
え
ば
、

①
経
営
移
譲
を
早
め
に
進
め
る
、
②

事
業
専
従
者
給
与
や
役
員
報
酬
を
後

継
者
に
支
給
し
て
い
く
、
③
納
税
猶

予
制
度
や
相
続
時
精
算
課
税
制
度
に

よ
っ
て
収
益
財
産
を
生
前
に
贈
与
し

て
い
く
、
④
後
継
者
に
出
資
さ
せ
て

事
業
を
法
人
成
り
す
る
、
⑤
法
人
へ

事
業
用
資
産
を
移
し
て
い
く
、
⑥
後

継
者
に
父
の
死
亡
共
済
金
や
死
亡
退

職
金
を
支
給
で
き
る
契
約
や
規
定
を

準
備
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
す
。
仕
事
と
生
活
の
改
善
を
は

か
り
な
が
ら
節
税
効
果
も
得
ら
れ
ま

す
。

円
満
な
相
続
の
合
意

　

相
続
関
係
者
の
高
齢
化
に
よ
り
相

続
人
間
で
の
所
得
格
差
、
資
産
格
差

が
進
ん
で
い
ま
す
。
親
の
相
続
が
単

な
る
遺
産
分
け
に
な
ら
な
い
よ
う
正

し
い
相
続
教
育
が
必
要
で
す
。
と
く

に
家
を
守
り
家
業
を
承
継
す
る
た
め

の
親
子
の
生
前
協
議
は
必
須
で
す
。

被
相
続
人
の
家
や
相
続
人
へ
の
思
い

を
伝
え
、
遺
言
を
補
完
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
相
続
で
の
各
相
続
人
の
役

割
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
何

か
、
い
つ
ど
ん
な
方
法
で
財
産
を
移

し
て
い
く
の
か
、
本
番
に
向
け
て
ど

ん
な
準
備
を
す
べ
き
か
、
な
ど
親
子

の
話
し
合
い
は
尽
き
な
い
は
ず
で
す
。

�



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
新
１
年
生
を
迎
え
る
行
事
で
す

❷
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
や
『
プ
リ

テ
ィ
・
ウ
ー
マ
ン
』
は
―
―
映
画
の

名
作
で
す

❸
名
古
屋
市
の
南
側
に
位
置
す
る
―

―
半
島

❹
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
や
『
注
文
の

多
い
料
理
店
』
の
作
者

❻
大
が
Ｌ
、
中
が
Ｍ
な
ら
、
小
は

❽
黒
い
石
と
白
い
石
で
戦
い
ま
す

❿
日
本
庭
園
に
敷
か
れ
て
い
る
こ
と

も⓭
４
月
29
日
は
―
―
の
日
。
国
民
の

祝
日
で
す

⓯
稲
や
麦
の
茎
を
干
し
た
も
の

⓱
表
の
反
対
側

⓳
画
家
が
キ
ャ
ン
バ
ス
に
走
ら
せ
ま

す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

支
援
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管
内

（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地
区
・
羽
生

市
・
加
須
市
）
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
し
て

い
た
だ
く
場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

よ
り
通
常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
４
年
４
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
３
月
号
の
答
〉

　

ネ
ン
ド
マ
ツ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
ナ
ッ
ト
や
ボ
ル
ト
を
締
め
ま
す

❺
そ
こ
が
彼
の
彼
た
る
―
―
だ

❼
自
動
車
の
、
地
面
に
触
れ
る
部
分

❾
調
味
料
控
え
め
で
作
り
ま
し
た

⓫
花
見
の
と
き
に
広
げ
る
こ
と
も

⓬
―
―
を
求
め
て
猫
カ
フ
ェ
に
行
っ

た⓮
カ
イ
コ
の
餌
に
な
る
植
物

⓰
結
婚
が
決
ま
り
、
―
―
の
顔
合
わ

せ
を
行
っ
た

⓲
お
酒
を
飲
ん
で
い
な
い
状
態

⓴
元
素
記
号
は
Ｕ
。
原
子
力
発
電
所

の
燃
料
に
も
使
わ
れ
ま
す

㉑
こ
こ
20
年
ほ
ど
で
携
帯
す
る
人
が

増
え
ま
し
た

☆
２
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
長
欠
　
政
子
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
相
原
　
信
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
水
野
ト
シ
エ
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
松
本
　
幸
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
大
澤
三
起
子
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
黒
崎
　
元
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
野
中
　
　
保
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
猪
山
　
千
夏
さ
ま
（
大
利
根
）

　

皆
さ
ま
「
コ
ミ
ケ
」
い
う
単
語
を
き
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

都
内
で
開
か
れ
る
同
人
誌
の
即
売
会
の
通
称
で
、
正
式
名
称
を
「
コ
ミ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
い
ま
す
。
お
盆
や
年
末
に
行
わ
れ
、
多
い
時
に
は

全
国
か
ら
（
時
に
は
海
外
か
ら
も
）
約
75
万
人
も
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

実
は
私
も
フ
ァ
ン
の
１
人
。
15
年
前
か
ら
毎
回
足
し
げ
く
通
い
、
お
気

に
入
り
の
作
家
の
同
人
誌
や
、
出
展
す
る
企
業
ブ
ー
ス
で
グ
ッ
ズ
を
購
入

し
た
り
す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
で
し
た
。

　

そ
の
楽
し
み
を
奪
っ
た
の
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
通
常
な
ら
年

に
２
回
の
開
催
も
、
２
０
２
０
年
は
中
止
。
２
０
２
１
年
は
年
末
の
回
の

み
の
開
催
で
し
た
が
、
密
を
避
け
る
た
め
入
場
が
抽
選
と
な
っ
た
結
果
、

み
ご
と
に
落
選
し
ま
し
た
。

　

皆
が
待
ち
望
む
コ
ロ
ナ
の
終
息
。
今
年
度
こ
そ
は
、
私
に
思
う
存
分
コ

ミ
ケ
を
堪
能
す
る
時
間
を
与
え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

Ｔ
・
Ｋ

編
集
後
記

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

　赤い果肉が特徴のクインシーメロ
ン。なめらかな口当たりと深みのあ
る甘さが特徴です。

　燦々とふり注ぐ太陽に恵まれた地
で育った有田みかんは、十分な日光
を浴びて甘く美味しく育ちます。

　ハウス内で丁寧に栽培された柔ら
かい果肉です。食べやすくゼリーの
ような食感が特徴で、冬ギフトに最
適な高級フルーツです。

　茨城県鹿島灘の温暖な気候の中、美
しい水と緑に恵まれた土地でみつばち
交配により栽培されるアンデスメロン。
全国でも屈指の品質と味を誇ります。

　日当たりの良い園地と指定された生産農
家が食味を重視して育てました。年明けま
で木熟させたものを1月に収穫し、１つ１つ
手選別で箱詰めしたこだわりの伊予柑です。

　すいかは昼と夜の温度差が大きいほ
どシャリ感に優れています。尾花沢す
いかは澄んだ空気、きれいな水、自然
の中で育った美味しいすいかです。

　豊かな自然環境と愛情で育てられ
た爽やかな美味しいりんごです。蜜
入りは熟度が進んだりんごの証で完
熟の目安といわれています。

　清見オレンジとポンカンを交配して作られた品
種である不知火（しらぬい）。その中から甘みと酸
味のバランスが良く、果汁が豊富等の一定の基準を
満たした高品質のもののみがデコポンとなります。

５月中旬

12月中旬

８月上旬

２月下旬

６月上旬

１月下旬

12月中旬 12月中旬

◇熊本県産

◇愛媛県産

◇和歌山県産

◇茨城県産

◇愛媛県産

◇山形県産

◇愛媛県産

◇青森県産

ア
ン
デ
スメロ

ン

蔵
出
しいよ

か
ん

尾
花
沢
す
い
か

デ
コ
ポ
ン

サ
ン
ふ
じ

　（
蜜
入
り
り
ん
ご
）

ク
イ
ン
シ
ー

メ
ロ
ン

紅
ま
ど
ん
な

有
田
み
か
ん
旬

いちばん美味しいのは

です
四季折々の自然の恵みを
 ご用意いたします
お申込み・詳細については各支店窓口
にお問い合わせ下さい

包装は、光・水・空気を通しません。
真空後、窒素ガスを充填していますので、
開封されるまで新茶の風味を保てます。

JAグループが半世紀にわたって育んできた「美味・安心・お買い得」自慢の緑茶ブランドです。

エ
ー
コ
ー
プ
銘
茶
は
、

ま
ろ
や
か
な
旨
味
を
引
き
出
す

深
蒸
製
法
の
お
茶
と

さ
わ
や
か
な
香
り
を
生
か
す

伝
統
製
法
の
お
茶
を

熟
達
し
た
技
術
で

ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。

1,650円（税込）

JAほくさい【精米】

こしひかり 5kg

1,550円（税込）

JAほくさい【精米】

彩のきずな5kg

1,550円（税込）

JAほくさい【精米】

彩のかがやき 5kg

精米したての

美味しいお米
精米したての

美味しいお米

ＪＡほくさい管内
配送無料

【ご注文方法】
右記QRコードから申込みするか、又は
最寄りの各支店窓口へご注文ください。

販売中
！


